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北
朝
鮮
は
３
月
６
日
、
秋
田
と
能
登

半
島
沖
の
日
本
海
に
「
ス
カ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
」

（
射
程
約
１
０
０
０
㎞
）
と
見
ら
れ
る

弾
道
ミ
サ
イ
ル
４
発
を
一
斉
発
射
し
た
。

昨
年
９
月
５
日
に
も
北
海
道
の
奥
尻
島

沖
に
同
じ
ミ
サ
イ
ル
３
発
を
ほ
ぼ
同
時

に
発
射
し
て
い
る
。
開
発
段
階
の
試
射

な
ら
１
発
ず
つ
発
射
し
て
改
良
の
た
め

デ
ー
タ
を
取
る
の
が
普
通
だ
か
ら
、
一

斉
発
射
は
す
で
に
開
発
が
完
了
し
、
実

戦
配
備
に
つ
い
た
こ
と
を
誇
示
す
る
目

的
と
考
え
ら
れ
る
。

　

核
弾
頭
も
「
標
準
化
」
に
成
功
し
た
、

と
昨
年
９
月
９
日
の
核
実
験
後
に
発
表

し
、
量
産
に
進
む
気
配
を
見
せ
る
。
長

射
程
弾
道
ミ
サ
イ
ル
用
の
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
・
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
実
験
を
３
月
18

日
に
行
な
い
、
即
時
発
射
が
可
能
な
固

体
燃
料
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験

も
２
月
12
日
に
成
功
し
て
い
る
。

　

北
朝
鮮
の
核
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
開

発
、
配
備
が
急
速
に
進
む
中
、
３
月
１

日
～
４
月
下
旬
の
米
韓
軍
の
合
同
軍
事

演
習
「
フ
ォ
ウ
ル
・
イ
ー
グ
ル
」
に
米

軍
の
原
子
力
空
母
「
カ
ー
ル
・
ヴ
ィ
ン

ソ
ン
」
や
グ
ア
ム
か
ら
の
Ｂ
‐
１
Ｂ
戦

略
爆
撃
機
、
１
月
か
ら
岩
国
基
地
に
ま

ず
10
機
配
備
さ
れ
た
Ｆ-
35
Ｂ
ス
テ
ル
ス

戦
闘
攻
撃
機
も
参
加
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
・

ラ
デ
ィ
ン
を
殺
害
し
た
「
ネ
ー
ビ
ー
・

シ
ー
ル
ズ
」
第
６
班
や
陸
軍
の
特
殊
部

隊
「
デ
ル
タ
フ
ォ
ー
ス
」
も
出
動
し
た
。

韓
国
軍
は
今
年
12
月
ま
で
に
、
北
朝
鮮

首
脳
部
を
狙
う
「
特
殊
任
務
部
隊
（
約

１
０
０
０
名
）
を
編
成
す
る
予
定
だ
。

　

米
軍
、
韓
国
軍
が
北
朝
鮮
の
核
、
ミ

サ
イ
ル
能
力
や
指
揮
中
枢
を
一
挙
に
壊

滅
さ
せ
る
作
戦
に
出
る
の
で
は
、
と
の

報
道
が
日
本
に
も
少
な
く
な
い
。
そ
の

可
能
性
は
ど
の
程
度
か
、
田
岡
氏
の
見

立
て
を
聞
い
て
み
た
。（
聞
き
手
・
本
誌

編
集
長
／
和
泉
貴
志
）

「
死
者
１
０
０
万
人
」
と
弾
き

出
さ
れ
た
核
施
設
攻
撃

Ｑ
：
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
発
足
後
２
カ
月

た
っ
て
も
政
治
任
用
の
省
庁
幹
部
約
２

０
０
０
人
の
任
命
が
ご
く
一
部
し
か
進

ま
ず
、
政
府
は
停
滞
状
態
で
支
持
率
も

株
価
も
急
落
。
さ
ら
に
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
大
統

領
選
挙
で
ク
リ
ン
ト
ン
候
補
の
信
頼
失

墜
を
図
っ
た
ロ
シ
ア
の
サ
イ
バ
ー
工
作

に
関
わ
っ
て
い
た
ト
ラ
ン
プ
陣
営
の
捜

査
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
窮
状
を
打

開
す
る
た
め
に
軍
事
行
動
に
打
っ
て
出

る
可
能
性
も
あ
る
か
、
と
考
え
ま
す
が
。

田
岡
：
確
か
に
そ
の
誘
惑
は
あ
る
で
し
ょ

う
。
ト
ラ
ン
プ
陣
営
に
は
、
「こ
の
20
年
以

　
　
　
　
　
　
　
　

国際情勢の
行間を抉る  

田岡俊次の

⑧ 

 果たして 「第２次朝鮮戦争」 は　
　　  　　　　　　　　　　　　起きるのか
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上
米
国
の
歴
代
政
権
は
北
朝
鮮
の
核
、
ミ

サ
イ
ル
開
発
に
無
為
無
策
だ
っ
た
」
と
し
、

「一
撃
を
加
え
る
べ
き
」
と
唱
え
る
強
硬

派
も
い
る
。
だ
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
余
り

に
も
大
き
い
か
ら
軍
は
同
意
し
な
い
の
で
は
、

と
考
え
ま
す
。

　

実
は
米
軍
は
１
９
９
４
年
に
も
北
朝
鮮
の

核
施
設
に
対
し
、
「外
科
手
術
的
攻
撃
」

（
サ
ー
ジ
カ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
ク
ス
）
を
行

な
う
準
備
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
、

ソ
連
が
１
９
９
０
年
に
韓
国
を
承
認
し
て

国
交
を
樹
立
し
、
中
国
も
１
９
９
２
年
に

そ
れ
に
続
い
た
か
ら
、
見
捨
て
ら
れ
た
北

朝
鮮
は
核
開
発
を
始
め
、
１
９
９
２
年
３

月
に
Ｎ
Ｐ
Ｔ

（
核
不
拡
散
条
約
）
脱
退
を

宣
言
、
６
月
に
脱
退
は
留
保
し
た
も
の
の
、

査
察
に
全
面
的
な
協
力
を
し
な
い
た
め
１

９
９
４
年
３
月
に
査
察
官
は
引
き
揚
げ
、

国
連
に
よ
る
制
裁
が
論
じ
ら
れ
緊
張
が
高

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権
か
ら
ク
リ
ン
ト
ン

政
権
移
行
後
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
、
「核
施

設
を
航
空
攻
撃
で
破
壊
す
べ
き
だ
」
と
の

声
が
高
く
、
米
軍
も
命
令
が
も
し
出
た

場
合
に
備
え
て
攻
撃
準
備
を
始
め
ま
し
た
。

北
朝
鮮
北
部
の
寧
辺

（ヨ
ン
ビ
ョ
ン
）
の
原

子
炉
や
使
用
済
み
核
燃
料
棒
か
ら
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
抽
出
す
る
再
処
理
施
設
を
航
空
攻

撃
で
破
壊
す
る
こ
と
自
体
は
容
易
で
す
。

空
か
ら
ま
る
見
え
で
す
か
ら
。

　

だ
が
、
北
朝
鮮
軍
は
ソ
ウ
ル
北
方
約
40

㎞
の
南
北
境
界
線
付
近
に
強
固
な
地
下

陣
地
を
築
い
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
を
横
断

す
る
全
長
２
３
０
㎞
、
縦
深

（
奥
行
き
）

約
30
㎞
の
大
要
塞
で
す
。
こ
れ
は
朝
鮮
戦

争
中
に
中
国
軍
が
築
き
、
米
軍
の
猛
烈
な

砲
撃
、
爆
撃
に
耐
え
て
戦
線
を
守
り
抜
い

た
。
そ
こ
に
北
朝
鮮
軍
は
22
連
装
の
２
４

０
㎜
自
走
ロ
ケ
ッ
ト
砲
（推
定
射
程
60
㎞
）

な
ど
ロ
ケ
ッ
ト
砲
約
２
５
０
０
門
、
１
７
０

㎜
長
距
離
砲

（同
40
㎞
）
な
ど
を
配
備
し
、

ソ
ウ
ル
を
射
程
内
に
入
れ
て
い
た
。
核
施

設
を
航
空
攻
撃
す
れ
ば
北
朝
鮮
は
反
撃

し

「ソ
ウ
ル
を
火
の
海
に
す
る
」
と
公
言

し
て
い
た
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
米
韓
軍
は

核
施
設
の
攻
撃
前
に
ま
ず
停
戦
ラ
イ
ン
の

北
に
あ
る
陣
地
地
帯
を
制
圧
す
る
必
要

が
あ
り
、
「
第
２
次
朝
鮮
戦
争
」
に
な
る

形
勢
で
し
た
。

 

そ
の
場
合
、
在
韓
米
軍
の
損
害
見
積
り

は

「
最
初
の
90
日
間
で
米
軍
の
死
傷
５
万

２
０
０
０
人
、
韓
国
軍
の
死
傷
49
万
人
、

民
間
人
を
含
む
死
者
１
０
０
万
人
」
と
出

た
。
こ
の
報
告
は
全
面
的
地
上
戦
に
な
る

こ
と
を
考
え
ず
、
航
空
攻
撃
だ
け
を
論
じ

て
い
た
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
治
家
、
高
官
ら
の

頭
に
冷
や
水
を
浴
び
せ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
は
カ
ー
タ
ー
元
大

統
領
と
打
ち
合
わ
せ
、カ
ー
タ
ー
氏
は
「民

間
人
」
と
し
て
平
壌
に
飛
び
金
日
成
主
席

と
６
月
16
日
に
会
談
、
北
朝
鮮
の
核
開
発

凍
結
、
査
察
官
の
再
派
遣
、
そ
の
見
返
り

に
兵
器
用
の
純
度
の
高
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

製
造
に
使
い
に
く
い
「軽
水
炉
」
を
提
供
、

国
連
制
裁
を
米
国
は
提
案
し
な
い
、
な
ど

で
合
意
し
１
９
９
４
年
の
危
機
は
回
避
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
在
韓
米
司
令
官
ゲ
ー
リ
ー
・
ラ

ッ
ク
陸
軍
大
将
に
は
、
彼
の
退
官
後
ワ
シ

ン
ト
ン
郊
外
の
ホ
テ
ル
で
会
い
、
約
２
時
間

話
を
聞
い
た
が
、
機
密
に
触
れ
な
い
巧
み

な
表
現
、
例
え
ば
損
害
見
積
り
に
つ
い
て
、

「私
の
旧
友
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
の
ド

ン
・
オ
ー
バ
ー
ド
ル
フ
ァ
ー
氏
は
こ
れ
こ
れ

の
数
字
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
正
し
い

の
で
す
か
」
と
聞
く
と
、
「
私
も
彼
を
よ

く
知
っ
て
い
ま
す
。
立
派
な
記
者
で
尊
敬

し
て
い
ま
す
」
と
間
接
話
法
で
肯
定
す
る

な
ど
、
当
時
の
経
緯
を
丁
寧
に
述
べ
ら
れ

た
の
に
は
感
服
し
ま
し
た
。
軍
人
の
方
が

シ
ビ
リ
ア
ン
よ
り
も
現
実
的
に
考
え
ざ
る

を
得
な
い
だ
け
に
、
優
秀
な
将
校
は
戦
争

に
慎
重
で
あ
っ
た
例
は
少
な
く
な
い
の
で
す
。

２
０
０
３
年
に

「
イ
ラ
ク
攻
撃
を
す
る
な

ら
数
十
万
人
の
兵
力
を
数
年
間
投
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
米
上
院
で
答
弁

し
て
主
戦
論
の
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
国
防
長
官

と
対
立
、
事
実
上
解
任
さ
れ
た
陸
軍
参

謀
総
長
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
セ
キ
大
将

（
日

3月6日秋田と能登半島沖に向けて北朝鮮が発射した4発の弾道弾

「フォウル・イーグル」に参加する米空母（米海軍）
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系
人
）、
１
９
７
９
年
の
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
介
入
に
反
対
し
ウ
ス
チ
ノ
フ
国
防
相

と
対
立
し
た
、
ソ
連
軍
総
司
令
官
、
Ｖ
・

オ
ガ
ル
コ
フ
元
帥
も
そ
の
例
で
す
。

偵
察
衛
星
や
無
人
飛
行
機
で
の

弾
道
弾
監
視
は
現
実
的
に
無
理

Ｑ
：
１
９
９
４
年
当
時
で
も
、
北
朝
鮮

へ
の
「
外
科
手
術
的
攻
撃
」
は
リ
ス
ク

が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
核
弾
頭

も
弾
道
ミ
サ
イ
ル
も
で
き
て
し
ま
っ
た

今
日
、
攻
撃
は
さ
ら
に
難
し
い
の
で
は
。

田
岡
：
そ
の
と
お
り
で
す
、
原
子
炉
な
ど

は
大
型
で
位
置
が
分
か
っ
て
い
る
固
定
目

標
だ
が
、
核
弾
頭
は
ど
こ
に
で
も
隠
せ
る
。

「
こ
の
辺
り
に
核
の
貯
蔵
庫
が
あ
る
ら
し

い
」
と
の
情
報
も
な
く
は
な
い
が
、
本
当

か
ど
う
か
怪
し
い
。
詳
細
な
位
置
は
分
か

ら
な
い
。
全
長
30
ｍ
、
90
ｔ
も
あ
る

「
テ

ポ
ド
ン
２
」
が
発
射
さ
れ
る
日
本
海
岸
の

舞
水
端

（
ム
ス
ダ
ン
）
と
、
黄
海
岸
の
東

倉
里

（
ト
ン
チ
ャ
ン
リ
）
に
は
巨
大
な
固

定
発
射
台
が
あ
る
が
、
あ
れ
は
人
工
衛

星
を
打
ち
上
げ
る
た
め
の
宇
宙
セ
ン
タ
ー

で
す
。
ま
る
見
え
の
塔
の
側
で
２
週
間
も

か
け
て
組
み
立
て
て
発
射
す
る
物
は
、
簡

単
に
破
壊
さ
れ
る
か
ら
軍
用
ミ
サ
イ
ル
に

は
向
か
な
い
。
テ
ポ
ド
ン
２
は
２
０
１
２
年

12
月
と
２
０
１
６
年
２
月
の
２
回
、
人
工

衛
星
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
、
衛
星
は
軌

道
に
乗
っ
た
が
故
障
し
た
よ
う
で
、
電
波

は
出
て
い
ま
せ
ん
が
ね
。
弾
道
ミ
サ
イ
ル

は
移
動
式
発
射
台
に
載
せ
て
ト
ン
ネ
ル
に

隠
し
た
り
、
サ
イ
ロ
（
立
て
坑
）
に
入
れ

る
た
め
、
な
る
べ
く
小
型
で
発
射
準
備
時

間
が
短
い
物
に
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
「
ス
カ
ッ
ド
Ｅ
Ｒ
」
で
長
さ
約
12
ｍ
、

６
ｔ
級
、
旧
式
の

「
ス
カ
ッ
ド
」
（
射
程
約

１
３
０
㎞
）
は
12
ｍ
、
16
ｔ
級
、
新
型
の

「ム

ス
ダ
ン
」
（
同
３
０
０
０
㎞
以
上
）
は
１
２
．

５
ｍ
、
12
ｔ
級
、
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

先
制
攻
撃
を
唱
え
る
人
は
偵
察
衛
星
で

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
見
で
き
る
と
思
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、
偵
察
衛
星
は
約

90
分
で
地
球
を
南
北
方
向
に
周
回
し
、
地

球
は
東
西
方
向
に
自
転
す
る
。
だ
が
世
界

各
地
の
上
空
を
１
日
約
１
回
通
る
が
、
時

速
約
２
万
８
０
０
０
㎞
で
一
瞬
に
通
過
す

る
か
ら
、
飛
行
場
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
な
ど

固
定
目
標
は
撮
影
で
き
て
も
、
移
動
す
る

物
体
の
監
視
は
で
き
ま
せ
ん
。
遠
心
力
で

浮
い
て
い
る
か
ら
１
地
点
上
空
に
留
ま
れ

ば
墜
落
で
す
。
静
止
衛
星
は
赤
道
上
空
を

約
３
万
６
０
０
０
㎞
の
高
度
で
周
回
す
る
か

ら
、
こ
の
高
さ
だ
と
地
球
の
自
転
速
度
と

釣
り
合
っ
て
静
止
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

だ
が
地
球
の
直
径
の
２
・
８
倍
も
の
距
離

だ
か
ら
ミ
サ
イ
ル
な
ど
は
見
え
な
い
。
発

射
台
に
出
る
大
量
の
赤
外
線

（熱
）
を
感

知
で
き
る
だ
け
で
す
。

　

無
人
偵
察
機

「グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
」

は
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
つ
き
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
、

高
度
２
万
ｍ
近
く
を
35
時
間
飛
行
で
き
る

か
ら
。
こ
れ
を
多
数
使
っ
て
北
朝
鮮
上
空

で
常
に
旋
回
さ
せ
て
お
け
ば
、
自
走
発
射

機
が
ト
ン
ネ
ル
か
ら
出
て
ミ
サ
イ
ル
を
立

て
る
光
景
を
撮
影
で
き
る
で
し
ょ
う
。
だ
が
、

開
戦
前
に
や
れ
ば
領
空
侵
犯
だ
し
、
低
速

だ
か
ら
北
朝
鮮
の
ソ
連
製
の
旧
式
対
空
ミ

サ
イ
ル

「
Ｓ
Ａ
２
」
（
射
高
約
２
万
５
０
０

０
㎞
）
で
も
簡
単
に
撃
墜
さ
れ
る
。
公
海

上
だ
け
飛
行
さ
せ
れ
ば
主
と
し
て
北
朝
鮮

北
部
の
山
岳
地
帯
に
隠
さ
れ
て
い
る
ミ
サ

イ
ル
は
発
見
で
き
ま
せ
ん
。

　

隠
さ
れ
て
い
る
物
体
を
空
か
ら
探
す
の

は
難
し
い
。
１
９
９
１
年
の
湾
岸
戦
争
で
は

米
軍
は
イ
ラ
ク
上
空
で
完
全
な
制
空
権
を

持
ち
、
イ
ラ
ク
軍
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
破

壊
す
る
た
め
の

「
ス
カ
ッ
ド
・
ハ
ン
ト
」
に

連
日
平
均
60
機
を
出
撃
さ
せ
、
上
空
で

待
機
、
捜
索
さ
せ
た
が
、
ミ
サ
イ
ル
発
射

を
知
っ
て
駆
け
付
け
て
発
射
機
を
壊
す
の

が
精
々
で
、
そ
れ
を

「成
功
」
と
発
表
し

て
い
ま
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
前
に
破

壊
し
た
の
は
た
だ
１
件
。
夜
間
に
特
殊
部

隊
を
運
ん
で
い
た
ヘ
リ
が
す
ぐ
近
く
で
発

射
の
炎
を
見
て
そ
ち
ら
へ
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、

も
う
１
基
の
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
準
備
を
し

て
い
る
の
を
発
見
、
銃
撃
で
処
理
、
と
い

う
全
く
の
偶
然
の
結
果
で
し
た
。

　

日
本
で
も
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の

保
有
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
攻
撃
能
力
以

前
に
目
標
を
ど
う
し
て
見
つ
け
る
か
が
問

題
で
す
。
平
時
の
対
地
攻
撃
の
訓
練
で
は

目
標
は
射
爆
撃
場
内
の
決
ま
っ
た
場
所
に

あ
り
、
は
っ
き
り
見
え
る
か
ら
、
つ
い
目

標
探
知
の
難
し
さ
を
忘
れ
が
ち
で
、
こ
れ

も

「
平
和
ボ
ケ
」
の
一
症
状
で
し
ょ
う
。

し
か
も
攻
撃
す
る
な
ら
相
手
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
を
総
て
、
ほ
ぼ
同
時
に
破
壊
し
な
い

と
核
ミ
サ
イ
ル
に
よ
る
反
撃
を
受
け
る
公

「フォウル・イーグル」には米海軍特殊部隊シールズも参加（米海軍）
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算
大
だ
が
、
こ
れ
は
至
難
の
業
で
す
。

「
軍
事
演
習
に
特
殊
部
隊
も
参

加
」
と
喧
伝
す
る
本
当
の
意
味

Ｑ
：
特
殊
部
隊
を
潜
入
さ
せ
、
政
府
首

脳
部
を
襲
う
と
か
、
指
揮
系
統
を
麻
痺

さ
せ
る
作
戦
も
語
ら
れ
る
が
、
実
行
の

可
能
性
は
あ
り
ま
す
か
。

田
岡
：
こ
れ
は
映
画
じ
み
た
発
想
で
す
。

要
人
の
所
在
を
知
る
の
は
難
し
い
。
オ
サ

マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
の
殺
害
は
米
英
軍
が

２
０
０
１
年
10
月
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵

攻
し
て
約
10
年
後
の
２
０
１
１
年
５
月
。
サ

ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
の
捕
捉
は
２
０
０
３
年
３

月
の
イ
ラ
ク
進
攻
、
占
領
か
ら
９
カ
月
後

の
同
年
12
月
で
し
た
。
１
９
９
７
年
の
コ
ソ

ボ
紛
争
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
爆
撃
の
際
に
は

米
軍
は
ソ
ロ
ボ
ダ
ン
・
ミ
ロ
シ
ェ
ビ
ッ
チ
大

統
領
を
殺
そ
う
と
し
、
大
統
領
が
出
演

す
る
テ
レ
ビ
局
を
精
密
誘
導
爆
弾
で
攻
撃

し
た
。
だ
が
番
組
の
時
間
が
変
更
さ
れ
て

い
て
テ
レ
ビ
局
の
ス
タ
ッ
フ
を
殺
し
た
だ
け

で
し
た
。
私
も
そ
の
翌
日
で
し
た
か
、
テ

レ
ビ
局
を
訪
れ
、
ス
タ
ジ
オ
を
直
撃
し
た

命
中
精
度
に
は
感
心
し
た
が
、
情
報
が
違

っ
て
い
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
ベ
オ
グ

ラ
ー
ド
の
中
国
大
使
館
を
軍
の
施
設
と
間

違
え
、
爆
撃
し
た
の
も
こ
の
時
で
、
こ
れ

も
見
事
に
命
中
、
米
軍
は
攻
撃
能
力
、

技
術
だ
け
が
高
か
っ
た
。

　

地
下
約
30
ｍ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ら

６
ｍ
を
貫
通
す
る
地
中
貫
通
爆
弾

「
バ
ン

カ
ー
バ
ス
タ
ー
」
で
地
下
の
政
府
中
枢
や

軍
の
司
令
部
、
通
信
拠
点
な
ど
を
破
壊

す
る
と
し
て
も
、
相
手
も
そ
れ
を
予
期
し

て
別
の
場
所
に
移
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

指
揮
、
通
信
が
一
時
混
乱
し
て
も
、
や
が

て
復
旧
す
れ
ば
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
す
る
で

し
ょ
う
し
、
前
線
の
ロ
ケ
ッ
ト
砲
、
長
距

離
砲
部
隊
は
総
司
令
部
と
の
連
絡
が
切
断

さ
れ
て
も
事
前
の
指
示
で
、
新
型
の
10
連

装
３
０
０
㎜
ロ
ケ
ッ
ト

（射
程
１
５
０
ｋ
ｍ
）

を
含
む
ロ
ケ
ッ
ト
砲
や
重
砲
で
、
ソ
ウ
ル

や
軍
の
基
地
を
火
の
海
に
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
　

　

先
制
攻
撃
や

「斬
首
作
戦
」
は
成
功
の

確
率
が
低
い
上
、
第
２
次
朝
鮮
戦
争
、
最

悪
の
場
合
は
核
戦
争
に
発
展
す
る
リ
ス
ク

が
高
い
。
韓
国
、
北
朝
鮮
双
方
に
途
方
も

な
い
被
害
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
北
朝
鮮
は
３
月
６
日
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
４
発
の
発
射
後
、
「有
事
の
際
に
在
日

米
軍
基
地
を
攻
撃
す
る
訓
練
だ
っ
た
」
と

発
表
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
衝
撃
を
受
け

た
人
も
多
い
よ
う
だ
が
、
も
し
戦
争
に
な

れ
ば
、
自
国
に
と
り
危
険
の
大
き
い
軍
事

施
設
や
部
隊
を
ま
ず
叩
く
の
は
定
石
で
、

特
に
驚
く
に
当
た
り
ま
せ
ん
。
韓
国
内
の

米
軍
、
韓
国
軍
の
航
空
基
地
、
指
揮
中

枢
の
他
、
米
空
母
が
い
る
横
須
賀
や
有
事

に
米
空
軍
の

「
航
空
宇
宙
遠
征
隊
」
（
約

１
０
０
機
余
）
が
米
本
土
か
ら
飛
来
す
る

は
ず
の
嘉
手
納
、
三
沢
、
米
軍
の
上
陸
作

戦
を
警
戒
す
れ
ば
、
揚
陸
艦
４
隻
が
い
る

佐
世
保
や
岩
国
の
海
兵
隊
航
空
基
地
も

狙
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

米
韓
軍
が
先
制
攻
撃
、
斬
首
作
戦
を
本

当
に
や
る
気
な
ら
、
そ
の
企
図
を
極
秘
に

し
て
準
備
、
訓
練
を
進
め
、
相
手
が
対
抗

手
段
を
取
ら
な
い
よ
う
に
す
る
は
ず
で
す
。

　

特
殊
部
隊
の
演
習
の
模
様
を
公
開
し
た

り
、
先
制
攻
撃
の
能
力
を
誇
示
す
る
の
は
、

実
行
す
る
気
が
少
な
く
と
も
当
面
は
な

く
、
北
朝
鮮
を
威
嚇
し
、
核
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
に
歯
止
め
を
か
け
る
一
助
に
し
た
い

と
か
、
日
本
、
韓
国
に
米
国
の
軍
事
力
に

対
す
る
信
頼
感
を
与
え
、
独
自
の
抑
止

力
保
有
に
向
か
わ
せ
な
い
狙
い
と
見
る
の

が
自
然
で
し
ょ
う
。

　

た
だ
少
々
脅
し
て
み
た
だ
け
で
は
、
北

朝
鮮
が
核
、
ミ
サ
イ
ル
を
廃
棄
あ
る
い
は

開
発
を
凍
結
す
る
公
算
は
無
に
等
し
い
。

交
渉
と
の
組
み
合
わ
せ
が
必
要
で
す
。
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
選
挙
中
に
金
正
恩
労
働

党
委
員
長
と
直
接
会
談
す
る
意
向
も
示

し
た
が
、こ
れ
は
例
の
「口
か
ら
出
ま
か
せ
」

か
、
本
気
な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
米
国

が
中
国
に
対
し
、
北
朝
鮮
へ
の
圧
力
の
強

化
を
求
め
て
も
、
中
国
は
北
朝
鮮
が
崩
壊

の
淵
に
立
っ
て
自
暴
自
棄
の
行
動
に
走
る
こ

と
を
防
ぐ

「
生
か
さ
ず
殺
さ
ず
」
政
策

を
大
き
く
変
え
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
こ

の
中
国
の
政
策
は
穏
当
だ
が
、
問
題
を
先

送
り
し
て
い
た
間
に
北
朝
鮮
は
核
、
ミ
サ

イ
ル
開
発
を
進
め
、
今
日
の
状
況
に
至
っ

た
の
だ
か
ら
成
功
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
だ

が
そ
れ
以
外
に
ど
ん
な
手
が
あ
る
の
か
、

誰
に
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
事
態
が
悪
化
し

て
い
る
状
況
で
す
。

米空軍のＦ－15Ｅ戦闘攻撃機から投下されたバンカーバスター（米空軍）
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